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当ファンドの仕組みは次の通りです。
商品分類 追加型投信／国内／株式／インデックス型
信託期間 原則、無期限です。

運用方針
東京証券取引所の株価指数「トピックスコア30」の採用
銘柄（採用予定を含みます。）に投資を行い、「トピッ
クスコア30」株価指数に連動する投資成果をめざしま
す。

主要投資対象
コア30インデックス

コア30インデックス マザーファンド
ならびにわが国の上場株式を主要投資
対象とします。

コア30インデックス 
マ ザ ー フ ァ ン ド

わが国の上場株式を主要投資対象とし
ます。

運用方法

①主としてコア30インデックス マザーファンドへの投
資を通してわが国の上場株式へ投資します。株式への
投資にあたっては、原則として「トピックスコア30」
の採用銘柄（採用予定銘柄を含みます。）に投資を行
います。

②資金の流出入にあたっては、ポートフォリオの組入銘
柄構成比率が「トピックスコア30」の時価構成比率か
ら大きく変化しないように株式の売買を行うよう努め
ます。

③株式の組入比率は高位を保ちますが、資金の流出入の
調整等のため株価指数先物取引等を利用する場合があ
ります。

組入制限
コア30インデックス 株式への実質投資割合には制限を設け

ません。
コア30インデックス 
マ ザ ー フ ァ ン ド

株式への投資割合には制限を設けませ
ん。

分配方針

原則として、配当等収益および売買益（評価益を含みま
す）等を対象に、収益の分配を行います。分配金額は、
基準価額の水準等を勘案して決定します。ただし、分配
対象収益が少額のときは、分配を行わないことがありま
す。留保益の運用については、特に制限を設けず、基本
方針にしたがって運用を行います。

 <運用報告書に関するお問い合わせ先>
コールセンター：0120-104-694
受付時間：営業日の午前９時から午後５時まで
お客さまのお取引内容につきましては、購入された
販売会社にお問い合わせください。

受益者の皆さまへ

　毎々格別のお引立てに預かり厚くお礼
申し上げます。

　さて、「コア30インデックス」は、
2023年11月15日に第25期の決算を行
いました。ここに、運用経過等をご報告
申し上げます。

　今後とも一層のご愛顧を賜りますよう
お願い申し上げます。

コア30インデックス

運 用 報 告 書（全体版）
第25期<決算日2023年11月15日>
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1－　　－

■最近５期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 ト ピ ッ ク ス コ ア 30 株 式 組 入

比 率

株 式 先 物

比 率

純 資 産

総 額(分配落) 税 込 み
分 配 金

期 中
騰 落 率 (ベンチマーク) 期 中

騰 落 率
円 円 ％ ポイント ％ ％ ％ 百万円

21期(2019年11月15日) 9,523 0 8.2 775.75 6.0 97.6 － 1,647
22期(2020年11月16日) 10,078 0 5.8 803.52 3.6 98.4 － 1,058
23期(2021年11月15日) 12,674 5 25.8 997.51 24.1 98.6 － 991
24期(2022年11月15日) 12,442 5 △1.8 963.94 △3.4 98.5 － 925
25期(2023年11月15日) 15,702 5 26.2 1,200.06 24.5 98.0 － 1,123

（注１）基準価額の騰落率は分配金込みです。
（注２）当ファンドはマザーファンドを組入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。
（注３）株式先物比率は、買建比率－売建比率です。
（注４）トピックスコア30（TOPIX Core30）の指数値および同指数にかかる標章または商標は、株式会社ＪＰＸ総研または株式会社ＪＰＸ総研

の関連会社（以下「ＪＰＸ」という。）の知的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利用など同指数に関するすべての権利・ノウハウ
および同指数にかかる標章または商標に関するすべての権利はＪＰＸが有しています。ＪＰＸは、同指数の指数値の算出または公表の誤謬、
遅延または中断に対し、責任を負いません。本商品は、ＪＰＸにより提供、保証または販売されるものではなく、本商品の設定、販売およ
び販売促進活動に起因するいかなる損害に対してもＪＰＸは責任を負いません（以下同じ）。

（注５）△（白三角）はマイナスを意味しています（以下同じ）。

コア30インデックス

■当期中の基準価額と市況の推移
年 月 日 基 準 価 額 ト ピ ッ ク ス コ ア 30 株 式 組 入

比 率
株 式 先 物
比 率騰 落 率 (ベンチマーク) 騰 落 率

（期　首） 円 ％ ポイント ％ ％ ％
2022年11月15日 12,442 － 963.94 － 98.5 －

11月末 12,450 0.1 964.99 0.1 98.8 －
12月末 11,842 △4.8 918.46 △4.7 99.7 －

2023年１月末 12,565 1.0 975.34 1.2 99.8 －
２月末 12,590 1.2 977.51 1.4 99.7 －
３月末 12,873 3.5 988.00 2.5 98.4 －
４月末 13,051 4.9 1,002.36 4.0 98.4 －
５月末 13,811 11.0 1,061.42 10.1 98.6 －
６月末 14,969 20.3 1,152.49 19.6 99.3 －
７月末 15,093 21.3 1,163.31 20.7 99.7 －
８月末 14,994 20.5 1,156.21 19.9 99.7 －
９月末 15,187 22.1 1,159.33 20.3 98.3 －
10月末 14,784 18.8 1,128.55 17.1 98.6 －

（期　末）
2023年11月15日 15,707 26.2 1,200.06 24.5 98.0 －

（注１）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。
（注２）当ファンドはマザーファンドを組入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。
（注３）株式先物比率は、買建比率－売建比率です。
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2－　　－

■当期の運用経過（2022年11月16日から2023年11月15日まで）

基準価額等の推移

（注１）分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すも
のです。

（注２）分配金を再投資するかどうかについてはお客さまがご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なり
ます。従って、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

（注３）分配金再投資基準価額およびベンチマークは、期首の基準価額に合わせて指数化しています。

基準価額の主な変動要因
　為替の円安ドル高進行などを背景にトピックスコア30株価指数が上昇し、当ファンドの基準価額も上
昇しました。
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第24期末
(2022.11.15)
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(2023.11.15)

基準価額（左軸） 分配金再投資基準価額（左軸） ベンチマーク（左軸）純資産総額（右軸）

第25期首： 12,442円
第25期末： 15,702円
（既払分配金5円）
騰 落 率： 26.2％
（分配金再投資ベース）
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投資環境
　国内株式市場は上昇しました。2023年３月には米銀行破綻などを背景とした金融システム不安から
下落する局面もありましたが、欧米金融当局の迅速な対応から安心感が広がり、上昇に転じました。そ
の後は円安ドル高進行などが好感されて上昇基調での推移となりましたが、日銀が長短金利操作の運用
を柔軟化すると国内長期金利上昇懸念が台頭し、期末にかけてはもみ合う展開となりました。

ポートフォリオについて
●当ファンド
　コア30インデックス　マザーファンドの組入比率を高位に維持しました。

●コア30インデックス マザーファンド
　トピックスコア30株価指数に連動する投資成果をめざす親投資信託です。運用にあたっては、トピッ
クスコア30株価指数の採用銘柄（採用予定銘柄を含みます。）に投資を行い、株式組入比率は期を通じ
ておおむね高位に保ちトピックスコア30株価指数との連動性を保つよう努めました。
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ベンチマークとの差異について
　ベンチマークであるトピックスコア30株価指数は24.5％上昇しました。当ファンドはベンチマーク
を1.7％上回りました。騰落率に差異が生じた主な要因は、保有株式の配当金のプラス要因と未収収益
の発生等を背景とした現金保有や信託報酬などのマイナス要因との差によるものです。

（注）基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。

（％）
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第25期
（2022.11.16～2023.11.15）

基準価額
ベンチマーク

【基準価額とベンチマークの対比】
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今後の運用方針
●当ファンド
　引き続き、コア30インデックス　マザーファンドの株式組入比率を高位に保ちます。

●コア30インデックス マザーファンド
　引き続き、トピックスコア30株価指数に連動した投資成果を目指し、運用を行います。運用にあたっ
ては、株式組入比率を高位に保ちます。

分配金
　収益分配金につきましては分配原資等を勘案し、以下の表の通りとさせていただきました。なお、収
益分配金に充てなかった利益は信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。

■分配原資の内訳（１万口当たり）

項目
当期

2022年11月16日
～2023年11月15日

当期分配金（税引前） 5円
対基準価額比率 0.03％
当期の収益 5円
当期の収益以外 －円

翌期繰越分配対象額 10,418円

（注１）「当期の収益」および「当期の収益以外」は、小数点以下切
捨てで算出しているためこれらを合計した額と「当期分配金
（税引前）」の額が一致しない場合があります。

（注２）当期分配金の「対基準価額比率」は「当期分配金（税引
前）」の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファ
ンドの収益率とは異なります。また、小数点第３位を四捨五
入しています。

（注３）「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費
控除後・繰越欠損補填後の売買益（含、評価益）」から分配
に充当した金額です。また、「当期の収益以外」は「分配準
備積立金」および「収益調整金」から分配に充当した金額で
す。
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■１万口当たりの費用明細

項目

第25期

項目の概要（2022年11月16日
～2023年11月15日）

金額 比率
(ａ) 信託報酬 121円 0.880％ (ａ) 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率

期中の平均基準価額は13,738円です。
（投信会社） (  38) (0.275) 投信会社分は、信託財産の運用、運用報告書等各種書類の作成、基準価

額の算出等の対価
（販売会社） (  68) (0.495) 販売会社分は、購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、

口座内でのファンドの管理等の対価
（受託会社） (  15) (0.110) 受託会社分は、運用財産の保管・管理、投信会社からの運用指図の実行

等の対価
(ｂ) 売買委託手数料 1 0.006 (ｂ) 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数

売買委託手数料は、組入有価証券等の売買の際に発生する手数料
（株式） (    1) (0.006)

(ｃ) その他費用 0 0.002 (ｃ) その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数
（監査費用） (    0) (0.002) 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査にかかる費用

合計 122 0.888
（注１）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果で

す。なお、売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、このファンドに対応
するものを含みます。

（注２）金額欄は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）比率欄は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
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（参考情報）
◆総経費率
　当期中の運用・管理にかかった費用の総額を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当た
り）を乗じた数で除した総経費率（年率）は0.88％です。

（注１）１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注２）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注３）各比率は、年率換算した値です。
（注４）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と異なります。

総経費率
0.88％

運用管理費用
（投信会社）
0.28％

運用管理費用
（販売会社）
0.50％

運用管理費用
（受託会社）
0.11％

その他費用
0.00％
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■親投資信託受益証券の設定、解約状況（2022年11月16日から2023年11月15日まで）
設 定 解 約

口 数 金 額 口 数 金 額
千口 千円 千口 千円

コア30インデックス マザーファンド 68,639 157,659 90,568 192,042

■株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合
項 目 コア30インデックス マザーファンド

(ａ) 期 中 の 株 式 売 買 金 額 378,560千円
(ｂ) 期 中 の 平 均 組 入 株 式 時 価 総 額 945,055千円
(ｃ) 売 買 高 比 率　(ａ)／(ｂ) 0.40

（注）(b)は各月末の組入株式時価総額の平均です。

(2) 売買委託手数料総額に対する利害関係人への支払比率
項 目 当 期

売 買 委 託 手 数 料 総 額　(Ａ) 61千円
う ち 利 害 関 係 人 へ の 支 払 額　(Ｂ) 4千円

(Ｂ)／(Ａ) 7.1％
（注）売買委託手数料総額は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。

■利害関係人との取引状況等（2022年11月16日から2023年11月15日まで）
【コア30インデックスにおける利害関係人との取引状況等】
(1) 期中の利害関係人との取引状況

　期中の利害関係人との取引はありません。
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【コア30インデックス マザーファンドにおける利害関係人との取引状況等】
(1) 期中の利害関係人との取引状況

決 算 期 当 期

区 分 買付額等
Ａ

売付額等
Ｃうち利害関係人

との取引状況Ｂ Ｂ／Ａ うち利害関係人
との取引状況Ｄ Ｄ／Ｃ

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株 式 180 18 10.1 198 8 4.3

平均保有割合　100.0％
（注）平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該ベビーファンドのマザーファンド所有口数の割合。

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当期における当ファンドにかかる利害関係人
とは、みずほ証券、みずほフィナンシャルグループです。

■組入資産の明細
　親投資信託残高

期 首（前期末） 当 期 末
口 数 口 数 評 価 額

千口 千口 千円
コ ア 30 イ ン デ ッ ク ス  マ ザ ー フ ァ ン ド 479,588 457,659 1,123,507

(2) 利害関係人の発行する有価証券等

種 類 当 期
買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額

百万円 百万円 百万円
株 式 4 6 27

■投資信託財産の構成� 2023年11月15日現在

項 目 当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
コ ア 30 イ ン デ ッ ク ス  マ ザ ー フ ァ ン ド 1,123,507 98.6
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 16,388 1.4
投 資 信 託 財 産 総 額 1,139,896 100.0

（注）評価額の単位未満は切捨ててあります。％は、小数点第２位を四捨五入しています。
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■資産、負債、元本および基準価額の状況
(2023年11月15日)現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資 産 1,139,896,526円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 4,740,868

コア30インデックス マザーファンド(評価額) 1,123,507,658

未 収 入 金 11,648,000

(Ｂ) 負 債 16,148,135

未 払 収 益 分 配 金 357,838

未 払 解 約 金 11,283,576

未 払 信 託 報 酬 4,498,837

そ の 他 未 払 費 用 7,884

(Ｃ) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 1,123,748,391

元 本 715,677,707

次 期 繰 越 損 益 金 408,070,684

(Ｄ) 受 益 権 総 口 数 715,677,707口

１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 15,702円
（注）期首における元本額は743,962,508円、当期中における追加設

定元本額は129,675,854円、同解約元本額は157,960,655円
です。

■損益の状況
当期　自2022年11月16日　至2023年11月15日

項 目 当 期
(Ａ) 配 当 等 収 益 11,940円

受 取 利 息 25
そ の 他 収 益 金 12,761
支 払 利 息 △846

(Ｂ) 有 価 証 券 売 買 損 益 214,551,978
売 買 益 233,267,311
売 買 損 △18,715,333

(Ｃ) 信 託 報 酬 等 △8,427,970
(Ｄ) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 206,135,948
(Ｅ) 前 期 繰 越 損 益 金 233,618,677
(Ｆ) 追 加 信 託 差 損 益 金 △31,326,103

(配 当 等 相 当 額) (306,203,975)
(売 買 損 益 相 当 額) (△337,530,078)

(Ｇ) 合 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 408,428,522
(Ｈ) 収 益 分 配 金 △357,838

次 期 繰 越 損 益 金(Ｇ＋Ｈ) 408,070,684
追 加 信 託 差 損 益 金 △31,326,103
(配 当 等 相 当 額) (306,203,975)
(売 買 損 益 相 当 額) (△337,530,078)
分 配 準 備 積 立 金 439,396,787

（注１）(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。
（注２）(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。
（注３）(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加

設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。
（注４）分配金の計算過程

項 目 当 期
(ａ) 経 費 控 除 後 の 配 当 等 収 益 11,097円
(ｂ) 経費控除後の有価証券売買等損益 196,413,324
(ｃ) 収 益 調 整 金 306,203,975
(ｄ) 分 配 準 備 積 立 金 243,330,204
(ｅ) 当期分配対象額(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ) 745,958,600
(ｆ) １万口当たり当期分配対象額 10,423.11
(ｇ) 分 配 金 357,838
(ｈ) １ 万 口 当 た り 分 配 金 5
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■分配金のお知らせ

１万口当たり分配金　　　5円
※分配金を再投資する場合、分配金は税引後自動的に無手数料で再投資されます。

分配金の課税上の取扱いについて
・追加型株式投資信託の分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱

いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。
○分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分

配金の全額が普通分配金となります。
○分配落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払

戻金（特別分配金）、分配金から元本払戻金（特別分配金）を控除した額が普
通分配金となります。

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における受益者毎の
個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額が、その後の受益者毎
の個別元本となります。

《お知らせ》
約款変更のお知らせ
■第24条（先物取引等の運用指図）の付表「Ⅰ.外国の市場における証券ならびに金利に係る先物取引市場等」およ

び第27条（信託業務の委託等）の付表「Ⅱ.外国において信託財産に属する資産の保管業務を行なう金融機関」を
削除するため所要の変更を行いました。

（2023年２月16日）

■当ファンドが投資対象とする「コア30インデックス マザーファンド」において、第18条（先物取引等の運用指
図）の付表「Ⅰ.外国の市場における証券ならびに金利にかかる先物取引市場等」および第21条（保管業務の委
任）の付表「Ⅱ.外国において信託財産に属する資産の保管業務を行なう金融機関」を削除するため所要の変更を
行いました。

（2023年２月16日）
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■最近５期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 トピックスコア30 株 式 組 入

比 率
株 式 先 物
比 率

純 資 産
総 額期 中

騰 落 率 (ベンチマーク) 期 中
騰 落 率

円 ％ ポイント ％ ％ ％ 百万円
18期(2019年11月４日) 14,165 5.4 760.09 2.4 98.4 － 1,627
19期(2020年11月４日) 14,413 1.8 752.47 △1.0 98.5 － 1,119
20期(2021年11月４日) 19,314 34.0 988.51 31.4 98.7 － 983
21期(2022年11月４日) 18,735 △3.0 935.93 △5.3 98.5 － 901
22期(2023年11月４日) 23,933 27.7 1,169.74 25.0 98.7 － 1,108

（注１）株式先物比率は、買建比率－売建比率です。
（注２）トピックスコア30（TOPIX Core30）の指数値および同指数にかかる標章または商標は、株式会社ＪＰＸ総研または株式会社ＪＰＸ総研

の関連会社（以下「ＪＰＸ」という。）の知的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利用など同指数に関するすべての権利・ノウハウ
および同指数にかかる標章または商標に関するすべての権利はＪＰＸが有しています。ＪＰＸは、同指数の指数値の算出または公表の誤謬、
遅延または中断に対し、責任を負いません。本商品は、ＪＰＸにより提供、保証または販売されるものではなく、本商品の設定、販売およ
び販売促進活動に起因するいかなる損害に対してもＪＰＸは責任を負いません（以下同じ）。

（注３）△（白三角）はマイナスを意味しています（以下同じ）。

コア30インデックス マザーファンド
運用報告書

第22期（決算日　2023年11月４日）
（計算期間　2022年11月５日～2023年11月４日）

　コア30インデックス マザーファンドの第22期の運用状況をご報告申し上げます。

当ファンドの仕組みは次の通りです。
信 託 期 間 原則、無期限です。

運 用 方 針
東京証券取引所の株価指数「トピックスコア30」の採用銘柄（採用予定銘
柄を含みます。）に投資を行い、「トピックスコア30」株価指数に連動す
る投資成果をめざします。

主 要 投 資 対 象 わが国の上場株式を主要投資対象とします。
主 な 組 入 制 限 株式への投資割合には制限を設けません。
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■当期中の基準価額と市況の推移

年 月 日 基 準 価 額 ト ピ ッ ク ス コ ア 30 株 式 組 入
比 率

株 式 先 物
比 率騰 落 率 (ベンチマーク) 騰 落 率

（期　首） 円 ％ ポイント ％ ％ ％
2022 年 11 月 ４ 日 18,735 － 935.93 － 98.5 －

11 月 末 19,316 3.1 964.99 3.1 98.8 －
12 月 末 18,383 △1.9 918.46 △1.9 99.7 －

2023 年 １  月  末 19,519 4.2 975.34 4.2 99.8 －
２ 月 末 19,568 4.4 977.51 4.4 99.7 －
３ 月 末 20,022 6.9 988.00 5.6 98.5 －
４ 月 末 20,311 8.4 1,002.36 7.1 98.4 －
５ 月 末 21,507 14.8 1,061.42 13.4 98.6 －
６ 月 末 23,323 24.5 1,152.49 23.1 99.4 －
７ 月 末 23,533 25.6 1,163.31 24.3 99.7 －
８ 月 末 23,394 24.9 1,156.21 23.5 99.7 －
９ 月 末 23,712 26.6 1,159.33 23.9 98.3 －
10 月 末 23,099 23.3 1,128.55 20.6 98.7 －

（期　末）
2023 年 11 月 ４ 日 23,933 27.7 1,169.74 25.0 98.7 －

（注１）騰落率は期首比です。
（注２）株式先物比率は、買建比率－売建比率です。
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■当期の運用経過（2022年11月５日から2023年11月４日まで）

基準価額の推移
　当ファンドの基準価額は23,933円となり、前期末比で27.7％上昇しました。

基準価額の主な変動要因
　為替の円安ドル高進行などを背景にトピックスコア30株価指数が上昇し、当ファンドの基準価額も上
昇しました。

投資環境
　国内株式市場は上昇しました。2023年３月には米銀行破綻などを背景とした金融システム不安から
下落する局面もありましたが、欧米金融当局の迅速な対応から安心感が広がり、上昇に転じました。そ
の後は円安ドル高進行などが好感されて上昇基調での推移となりましたが、日銀が長短金利操作の運用
を柔軟化すると国内長期金利上昇懸念が台頭し、期末にかけてはもみ合う展開となりました。

ポートフォリオについて
　当ファンドは、トピックスコア30株価指数に連動する投資成果をめざす親投資信託です。運用にあ
たっては、トピックスコア30株価指数の採用銘柄に投資を行い、株式組入比率は期を通じて概ね高位に
保ちました。なお、トピックスコア30株価指数採用銘柄の定期入替等にも適宜対応しました。

ベンチマークとの差異について
　ベンチマークは前期末比で25.0％上昇しました。当ファンドはベンチマークを2.8％上回りました。
騰落率に差異が生じた主な要因は、保有株式の配当金のプラス寄与によるものです。

今後の運用方針
　引き続き、トピックスコア30株価指数に連動した投資成果を目指し、運用を行います。運用にあたっ
ては、株式組入比率を高位に保ちます。
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■株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合
項 目 当 期

(ａ) 期 中 の 株 式 売 買 金 額 359,309千円
(ｂ) 期 中 の 平 均 組 入 株 式 時 価 総 額 945,055千円
(ｃ) 売 買 高 比 率　(ａ)／(ｂ) 0.38

（注）(b)は各月末の組入株式時価総額の平均です。

■１万口当たりの費用明細
項 目 当 期 項 目 の 概 要金 額 比 率

(ａ) 売 買 委 託 手 数 料 1円 0.006％ (ａ) 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
（株 式） (1) (0.006) 売買委託手数料は、組入有価証券等の売買の際に発生する手数料
合 計 1 0.006

期中の平均基準価額は21,239円です。
（注１）金額欄は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注２）比率欄は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。

■売買及び取引の状況（2022年11月５日から2023年11月４日まで）
　株　式

買 付 売 付
株 数 金 額 株 数 金 額

千株 千円 千株 千円
国 内 上 場 71.9 178,840 68.3 180,468(264.2) (－)

（注１）金額は受渡代金です。
（注２）（　）内は株式分割、増資割当および合併等による増減分で、上段の数字には含まれておりません。
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■利害関係人との取引状況等（2022年11月５日から2023年11月４日まで）
(1) 期中の利害関係人との取引状況

決 算 期 当 期

区 分 買付額等
Ａ

売付額等
Ｃうち利害関係人

との取引状況Ｂ Ｂ／Ａ うち利害関係人
との取引状況Ｄ Ｄ／Ｃ

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株 式 178 18 10.2 180 8 4.7

(3) 売買委託手数料総額に対する利害関係人への支払比率
項 目 当 期

売 買 委 託 手 数 料 総 額　(Ａ) 58千円
う ち 利 害 関 係 人 へ の 支 払 額　(Ｂ) 4千円

(Ｂ)／(Ａ) 7.5％

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当期における当ファンドにかかる利害関係人
とは、みずほ証券、みずほフィナンシャルグループです。

(2) 利害関係人の発行する有価証券等

種 類 当 期
買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額

百万円 百万円 百万円
株 式 4 5 29
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■組入資産の明細
　国内株式

銘 柄 期首(前期末) 当 期 末
株 数 株 数 評 価 額

千株 千株 千円
化学（3.4％）

信越化学工業 1.5 7.7 37,006
医薬品（6.9％）

武田薬品工業 7.6 7.6 31,540
アステラス製薬 8.2 7.5 13,882
第一三共 7.5 7.5 30,352
機械（4.1％）

ＳＭＣ 0.3 0.3 22,020
ダイキン工業 1 1 22,395
電気機器（23.6％）

日立製作所 4.3 4.2 40,097
ニデック 2.1 1.9 10,774
ソニーグループ 6.1 6 77,100
キーエンス 0.9 0.9 54,522
ファナック 0.8 4.2 16,014
村田製作所 2.6 7.8 21,886
東京エレクトロン 0.6 1.8 37,908
輸送用機器（14.8％）

トヨタ自動車 47.1 46.8 129,168
本田技研工業 7 20.8 32,718
精密機器（2.4％）

ＨＯＹＡ 1.9 1.7 26,018
その他製品（3.1％）

任天堂 5.4 5.4 34,327
情報・通信業（11.4％）

日本電信電話 11 254.4 45,181
ＫＤＤＩ 6.6 6.6 29,422
ソフトバンク 13.8 13.8 23,473
ソフトバンクグループ 5 4.2 26,376
卸売業（10.4％）

伊藤忠商事 5.6 6.1 34,153
三井物産 6.6 6.8 37,760
三菱商事 5.7 6 41,346
小売業（1.6％）

セブン＆アイ・ホールディングス 3.1 3.1 17,105
銀行業（13.1％）

三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ 55.3 52.6 68,064
三井住友フィナンシャルグループ 6.2 6 44,916
みずほフィナンシャルグループ 12.2 11.3 29,730
保険業（2.6％）

東京海上ホールディングス 8.5 8.3 28,261

銘 柄 期首(前期末) 当 期 末
株 数 株 数 評 価 額

千株 千株 千円
サービス業（2.7％）

リクルートホールディングス 6.5 6.5 29,822
千株 千株 千円

合 計 株 数 ・ 金 額 251 518.8 1,093,346
銘 柄 数 < 比 率 > 30銘柄 30銘柄 <98.7％>

（注１）銘柄欄の（　）内は、期末の国内株式評価額に対する各業種
の比率です。

（注２）合計欄の<　>内は、期末の純資産総額に対する評価額の比率
です。

（注３）評価額の単位未満は切捨ててあります。
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■投資信託財産の構成� 2023年11月４日現在

項 目 当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
株 式 1,093,346 98.7
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 14,954 1.3
投 資 信 託 財 産 総 額 1,108,301 100.0

（注）評価額の単位未満は切捨ててあります。％は、小数点第２位を四捨五入しています。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
(2023年11月４日)現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資 産 1,108,301,480円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 2,986,874

株 式(評価額) 1,093,346,940

未 収 配 当 金 11,967,666

(Ｂ) 負 債 －

(Ｃ) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 1,108,301,480

元 本 463,086,323

次 期 繰 越 損 益 金 645,215,157

(Ｄ) 受 益 権 総 口 数 463,086,323口

１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 23,933円
（注１）期首元本額� 481,109,825円

追加設定元本額� 67,868,824円
一部解約元本額� 85,892,326円

（注２）期末における元本の内訳
コア30インデックス� 463,086,323円
期末元本合計� 463,086,323円

■損益の状況
当期　自2022年11月５日　至2023年11月４日

項 目 当 期
(Ａ) 配 当 等 収 益 23,999,620円

受 取 配 当 金 24,001,828
受 取 利 息 47
支 払 利 息 △2,255

(Ｂ) 有 価 証 券 売 買 損 益 207,063,863
売 買 益 223,257,459
売 買 損 △16,193,596

(Ｃ) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ) 231,063,483
(Ｄ) 前 期 繰 越 損 益 金 420,269,172
(Ｅ) 解 約 差 損 益 金 △93,947,674
(Ｆ) 追 加 信 託 差 損 益 金 87,830,176
(Ｇ) 合 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 645,215,157

次 期 繰 越 損 益 金(Ｇ) 645,215,157
（注１）(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。
（注２）(E)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価

額を差し引いた差額分をいいます。
（注３）(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加

設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

《お知らせ》
約款変更のお知らせ
■第18条（先物取引等の運用指図）の付表「Ⅰ．外国の市場における証券ならびに金利にかかる先物取引市場等」

および第21条（保管業務の委任）の付表「Ⅱ．外国において信託財産に属する資産の保管業務を行なう金融機
関」を削除するため所要の変更を行いました。

（2023年２月16日）
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